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大妻女子大学
＜学部・学科・専攻名＞ 令和3年度用

学部名 人間関係学部
学科名 人間関係学科
専攻名 社会学専攻

R3入学生対象 DP１ DP２ DP3

科目コード 科目名 単位
配当
年次

＜知識および技能＞
他者との支え合いの中で作られて
いく個々人の自己決定力を身につ
け、社会の構成員としての自覚を
持って、修得した知識と技法を積
極的に活用していく能力を有して
いる。

＜思考力・判断力・表現力等＞
１．講義、演習、卒業論文等の作
成を通して社会学の専門的知識・
技法を修得し、社会集団におい
て、中核的・指導的な役割を果た
していく能力を有している。
２．少人数授業をはじめとした学
修の過程で培ったコミュニケー
ション力を駆使し、グローバル化
した社会において、自己の未来を
切り開いていく能力を有してい
る。

＜主体性を持って多様な人々と協
働して学ぶ態度＞
社会の全体像を理解できる深く幅
広い知識と教養を修得し、変化す
る21世紀の社会環境に対して新た
な課題を見いだし、主体性、創造
性を持って問題を解決していく能
力を有している。

141109026 社会学基礎セミナーⅠ 2 1 ○ ○
141109027 社会学基礎セミナーⅡ 2 1 ○ ○
141108003 社会調査講義Ⅰ 2 1 ○ ○
141108004 社会調査講義Ⅱ 2 1 ○ ○
141109001 社会調査及び演習Ⅰ 2 2 ○ ◎
141109002 社会調査及び演習Ⅱ 2 2 ○ ◎
141109035 現代社会論セミナーⅠ 2 2 ○ ○
141109028 現代社会論セミナーⅡ 2 2 ○ ○
141109031 社会学セミナーⅠ 2 3 ◎ ○
141109032 社会学セミナーⅡ 2 3 ◎ ○
141109033 社会学セミナーⅢ 2 4 ◎ ○
141109034 社会学セミナーⅣ 2 4 ◎ ○
141108015 卒業論文 6 4 ◎ ○
141114001 女性とライフコース特論Ⅰ 2 3 ○ ○
141114002 女性とライフコース特論Ⅱ 2 3 ○ ○
141114003 文化とメディア特論Ⅰ 2 3 ○ ○
141114004 文化とメディア特論Ⅱ 2 3 ○ ○
141114005 職業とコミュニティ特論Ⅰ 2 3 ○ ○
141114006 職業とコミュニティ特論Ⅱ 2 3 ○ ○
141109005 基礎統計学Ⅰ 2 1 ○
141109006 基礎統計学Ⅱ 2 1 ○
141108018 現代社会理論 2 234 ◎
141109003 社会学史 2 34 〇 ◎
141108036 社会調査特論Ⅰ 2 34 ◎ ○
141108037 社会調査特論Ⅱ 2 34 ○ ○
141109014 現代家族論 2 234 ○ ◎
141119001 ジェンダーの社会学 2 234 ○ ○ ○
141108032 ライフコース論 2 234 ◎
141114007 ケアの社会学 2 234 ◎ ○
141108024 老いと死の社会学 2 234 ◎
141109013 子どもと教育の社会学 2 234 ○ ○
141109010 ジェンダーとメンタルヘルス 2 234 ○ ○
141109009 女性と自立支援 2 234 ○ ○
141109011 恋愛と結婚の社会学 2 234 〇 〇
141109012 アイデンティティ論 2 234 ○ ○
141109019 文化表象分析入門 2 234 ○ ○
141108033 現代メディア論 2 234 ○ ○
141109018 現代における宗教 2 234 ◎
141119002 グローバル化とエスニシティ 2 234 ◎ ○
141109020 サブカルチャーの社会学 2 234
141109017 身体とファッションの社会学 2 234 〇 〇
141109021 情報社会論 2 234 ○ ◎
141118001 文化人類学 2 234 ◎ ○
141108027 日常生活論 2 234 ○ ○
141108023 都市とコミュニティの社会学 2 234 ○ ○
141109024 産業と経営 2 234 ◎
141118002 医療と社会 2 234 ○ ◎
141109016 社会問題の社会学 2 234 ○ ○

各DPと授業の到達目標との関係
◎：特に関係する　○：関係する

カリキュラムマップ　（カリキュラムとディプロマ・ポリシーとの対応関係一覧表）　　
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141108035 環境社会学 2 234 ○ ○
141109004 集団と組織 2 234 ○ ○
141108043 現代企業論 2 234 ◎
141120001 ビジネス英語 2 234 ◎
141120002 英語コミュニケーション 2 234 ◎
141118003 異文化理解Ⅰ 2 1234 ○ ◎
141118004 異文化理解Ⅱ 2 1234 ○ ◎


